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八八ページから八九ページを参照願いたい。 なお、 二〇〇九年度は、教学に関して大きな変化があり、従来からある北翔大学短期大学部人間総合学科舞台芸術系に加えて 北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科に舞台芸術コースが設置された。舞台芸術に関する部分では両学科の学生を区別することなく、 「 舞台芸術」として活動することとなった。芸術メディア学科では、〇九年度に関しては、二年次から正式なコース分けとなるが、一〇名程の学生が舞台芸術コースを希望し既に活動してい 。
今号では、最初に舞台芸術研究プロジェクトおよび北翔舞台






























ア学科に舞台芸術コースが設置された。人間総合学科と芸術メディア学科を強く連携させる。舞台芸術の専門科目に関しては、他学部・他 科履修の手続きを簡略化し、最初の二年間は両 生ともほぼ同じ科目を受講できるよう した。大学三年目以降は自らの専門をはっきりさせ、専門演習や卒業研究を中心に学ぶことになる。芸術メディア学科には美術、音楽、メディアデザイン（コンピューターグラフィックスの分野で自在に情報をデザイン化し、世の中に






（四月一八日、 、二五日、二六日、二九日、五月二日、六日、九日、一〇日、一六日、一七日、二二日 二三日。舞台芸術研究プロジェクト共催）詳細は藤本先生、木川田先生の報告を参照（P９２及びP９５） 。・高文連十勝支部演劇ゼミナール（六日、七日。帯広。舞台芸術研究プロジェクト共催）後述。・中間公演
　
ニール・サイモン作「思い出のブライトンビー


























































































めた身体表現を通してアイ ブレーキング行い、その後 照明・音響を利用した『表現の多様性』を感じてもら 実際にリーディングで体験する」 と うものであった。興味・関心・経験 違う個々の生徒にしてみれば、自分の興味・関心に触れる時間が短い いう印象を受けたかもしれない。そういう意味で 少なく も二日目以降は役者希望者とスタッフ希望者を分ける等々、多 の工夫改善が必要である。
乱暴に言えば、演劇のワークショップを行う場合その狙いは、







公演を行った （一部の衣装ではあるが） 。本当に素晴らしい出来で、演技にも良い影響を与えた。本学には他に美術、音楽、メディアデザイン、空間デザインなどを学ん いる学生がいて、それらの学生と舞台芸術の学生がコラボレーションしたときの教育的効果の高さ、公 の質の向上を予感させるものであっ 。予算や時間などクリアしなければならない問題も多いが、 き だけ互 に良い影響を与えられるよう、コラボレーションを進めていきたい
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